
第50回全国中学校ハンドボール大会

試合結果・戦評報告

競技日 令和３年８月23日(月） 試合番号 C6 回戦 女子２回戦

種別 中学生 会場 浦和駒場体育館

Ａチーム Ｂチーム

大住（京都） 本通（北海道）

得点合計 小計 小計 得点合計

戦評

第１延長後半

第２延長前半

第１延長前半

26

15 前半 6

13
11 後半 7

第２延長後半

７ｍＴＣ

記載者名 松吉　杏佳

必死に食らいつくが、２０分に本通から退場者が出て、大住は一気に点差をつけようとたたみ

かける。前半１５ー６で大住リードで折り返した。

　後半も大住の勢いは止まらず、エースの４番のカットインで後半スタート。その後も大住は

安定したDFとGK１２番の好セーブにより速攻で連続得点を取り、後半１０分には２２－１０と

差をつけていった。本通は、ポストを絡めた攻撃やフォーメーションで応戦し、得点源となる

２番のミドルシュートや６番のカットインで得点するも、なかなか点差が縮まらない。

最後まで大住優勢の試合展開となり、２６ー１３で試合終了となった。

　本通は、１、２年生が多いチームながらも最後まで果敢に攻め、北海道代表としてコートを

全力で駆け巡っていた。大住は、怪我人がいることからベストメンバーで戦うことは叶わなかっ

たが、それを感じさせないほど圧倒的な強さを見せ２回戦を勝ち上がった。

　本通のスローオフで試合開始。本通の６番が力強いミドルシュートで先制点をあげ、続いて

９番のカットインで連続得点をとる。一方、大住は相手の連続得点に慌てることなく、自分たち

のリズムでセットオフェンスを展開し、５番の正確なサイドシュートで点数を重ねた。また、

DFでは相手のミスに素早く反応し、速攻へとつなげ、前半１３分６－２で大住がリードの展開

となった。すぐに本通がタイムアウトを取り、立て直しを図る。７ｍスローやポストプレーで


